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1. はじめに

火災現場においてホースを延長する場合，

手引きホース延長車がよく利用されている。

この手引 きホース延長車は呼称65mnl のホー

スを10本以上積載することができる。この時

のホース延長車の総重量は約200kgf にもな

り，隊貝はこれをえい行しながらホースを延

長しなければならない。特に，長距離や坂道

での延長はかなり過酷な作業となる。

そこで，消防職只の肉体的負担を軽減し，

少ない労働量で迅速な活動が行えるような助

カホース延長車がいくつか試作され，実用化

されつつある。しかし，これまでの動カホー

ス延長車は65mm のホースラインや道路の縁

’石などの乗り越え性に問題があり，これが普

及を阻書する要因となっていた。

今回開発したものはホース延長車用動力台

車である。この動力台車は一般型ホース延長

車の床と路而との川に挿入し，モーターで走

行するものである。これは，65mm のホース

ラインや段差等の障害物を容易に乗り越える

ことができるような構造に設計されている。

ここでは，今回試作した動力台車の特徴と走

行性能試験の結果等を述べることにする。

2｡ 動力台車の構造

試作した動力台車を図 川こ，手引きのホー

ス延長車を積載した動力台車を図２に示す。
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この動力台車は駆動装置，クローラー装置，

制御装置および操作装置で構成されている。

動力台車の主な諸元を表１に示す。

2.1　駆動装置

駆動装置の概略を図３に示す。原動機には

定格24V ，出力500W の直流モーターを左右

に ］台づつ合計２台使用している。動力源と

して|よ12V－24AHの密閉型フリーメンテナ

ンスバッテリーを２個直列に接続し，24V で

図１　動力台車の外観と各部の名称

図２　手引きのホース延長車を積載した動力台車
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表１　動力台車の主な諸元

寸法（mm）

令　　 長：運転時

：収納時

令　　 幅

全　　 高

トレッド

最低地上高

1,340

1，100

831

885

745

35

重 量（kgf）

動力台車

ホース延長車

積秡ホース

令重量

170

72

110

352

使用している。直流モーターで発生した駆動

力はギヤボックスでI/6 に減速され，チェー

ンおよび駆動輪を介してゴムクローラーに回

転を与えている。

ゴムクローラーを変形させるための動力に

は出力200W のブレーキクラッチ付直流モー

ターを使用している。このモーターはゴムク

ローラーを変形させるときだけ作動し，走行

時等の場合はブレーキクラッチによりモー

ターが逆回転しない構造になっている。

駆動装置を支えている単体は鋼板とアング

ル材等を溶接して作られている。ただし，車

体の上下のカバーにはアルミニウム板が使用

されている。制御装置と操作装置

以外のすべての装置は一般型ホー

ス延 長 車 の床 下 の容 積 （高 さ

180mm ，幅840mnl）内に納まる

ように設計されている。

2｡2　 クローラー装置

ホースラインや段差等の障害物の乗り越え

性能を高めるためには，車輪の直径を大きく

するかあるいは駆動力を大きくしなければな

らない。しかし，図２に示したようなホース

延長車の床下に挿入する台車方式では地表而

から ホース延長車 の床下 まで の高さ( 約

180mm) より大きな車輪の使用は不可能で

ある。 また，大出力のモーターはその容積も

当然大きくなるため，限られた容積内に納め

ることが難しくなる。そこで，今回は変形ゴ

ムクローラー方式を採用した。

ゴムクローラーの変形機構を図４に示す。

転輪の中心Ｑは動力台車がホース延長車の下

に挿入されるときは駆動輪と誘導輪の中心を

結ぶ直線ＰＲ上に位置する。そして，走行時

にはＱ'のほうへ回転移動し，転輪と誘導輪

の中心を結ぶ直線Ｐ'Ｑ'は転輪と駆動輪の中

心を結ぶ直線Ｐ'Ｒに対してある傾斜角をつ

くることになる。このようにしてゴムクロー

ラーを変形させることによって，動力台車は

わずかなスペースしかないホース延長車の下

面に装着できると共に走行時にはクローラー

の傾斜角により障害物等の乗り越え性能が高

くなる。

図 ３　 動 力 台 車 の 駆 動 部 と クロ ー ラ ー装 置 の 概 略 図
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ここで，ゴムクローラーを変形させる際，

転輪が誘導輪の車軸を中心として回転移動す

ると，３つの車輪を通るクローラーの周長は　　

元の長さより長くなりゴムクローラーの張力　　λ

が変形してしまう。この状態で走行すると，

ゴムクローラーは破断もしくは脱輪しやすく

なる。そこで，ゴムクローラーの周長が一定

に保たれるような転輪の回転移助中心を持つ

ゴムクローラーの変形機構を開発した に の

機構は現在，実川新案申請中である)。

2.3　制御装雌

制御装置は操作制御，駆動モーター制御，

リフトモーター制御の３つからなる。駆動

モーターの回転速度制御は，操作制御のアク

セルレバーの回転量を電圧パルスの保持時間

に変換するチョッパー制御方式を採用した。

2.4　操作装置

動力台車のハンドル部に取り付けられた操

作装置を図５に示す。メインスイッチにより

モーターの電源を ＯＮ・ＯＦＦすることがで

きる。前後進叨換スイッチは動力台車の進行

方向を切換えるものである。中央に位置する

リフトスイッチは，転輪と誘導輪の回転移助

を行い，ゴムクローラーを変形させるもので

ｙ
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図４　ゴムクローラーの変形機構

図５　操作装置と各部の名称

低下して旋回することができる。

ハンドルは前後20度づつ傾斜でき，段差等

の障害物を乗り越える場合に生じる衝撃を吸

収し動力台車の操作がしやすいようになって

いる。

あり，同時に動力台車に載せるホース延長車　　3. 走行性能試験

の昇降を行なう。

動力台車の走行速度はアクセルレバーの回

転量で制御される。アクセルレバーは操作性

を良くするため，ハンドルの右側に設置され

ており，親指で簡単に操作できるようになっ

ている。旋回用スイッチはハンドルの左側の

近くに設置してあり，左右の駆動モーターの

回転速度を変化させる装置である。スイッチ

を旋回方向に切替えアクセルレバーを回すこ

とにより，旋回方向のモーターの回転速度が

65nlm のホースを10 本収納したホース延長

車を積槇した助力台車の走行性能を調べた。

走行試験はほぼ平坦なアスファルト路面で長

さ280m の直線距離を往復して行なった。走

行距離および走行時間はアクセルレバーを最

大にした状態で動力台車が完全に停止するま

でに連続して走行した距離および時間であ

る。ただし，コースを往復するため方向転換

に要した距離と時間は除い た。速度は20m を

走行する毎に測定した時間から求めた値とし
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走 行 時 間 （min ）

図６　動力台車の走行速度の変化

（ホース延長車積載時）

た。なお，バッテリーは24時問充電したもの

を使用した。

20m 区間毎に求めた速度の時間的変化を図

６に示す。走行開始直後の動力台車の速度は

約7km/h であるが，その後，除々に速度が

低下する。約10分後，急激に速度が低下し，

実験開始後約12 分で停止した。走行距離は

1.2kmで，最高速度は走行開始後約 １分の

7.13km/hであった。

なお，動力台車が完全に停止した後でも，

ホース延長車を動力台車から降ろすことがで

きる。こ れは, 万一, ホース延長作業中にバッ

テリーの容量不足のため，動力台車による作

業が継続できない状態になった場合，ホース

延長車を動力台車から分離して，人力による

えい行で作業を完了することが可能であるこ

とを示している。また，この時，動力台車単

独ではまだ自走できる状態であった。

その他に，登坂角と段差乗り越えの試験を

行ったが，ここではそれぞれの試験結果を走

行試験の結果も含めて表２に示した。

－

表２　走行性能（手引きホース延長車積載時）

雌大速度（km）　　　　　　　　7.13

走 行距離（km）　　　　　　　　　　　　1.2

走行時間（ｍｉｎ）　　　　　　　12.14

ひ坂角（（deg）　　　　　　　　　　　20

段差乗り越え高さ（ｍｍ）　　　　　　145

4｡ おわりに

従来の一般型ホース延長車を動力ホース延

長車として使用するための動力台車を試作し

た。性能試験の結果，試作車は計画した走行

性能を十分に満足しており，向かい角をもつ

変形ゴムクローラーが段差乗り越えに対して

も効果的であることが明らかになった。

今回製作した動力台車の自重は170㎏fで

あり，そのうちモーターとバッテリーでしめ

られている重量は約60㎏fである。この部分

の軽量化は現状では限界があるが，その他の

部分については軽量化の必要性があると考え

ている。その他，駆動モーター制御部のコン

パクト化等の改良点 もあるが，基本的な構造

および性能は十分に現場で使用できるもので

あると確信する。

30 －

＊


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18
	page19
	page20
	page21
	page22
	page23
	page24
	page25
	page26
	page27
	page28
	page29
	page30
	page31
	page32
	page33
	page34
	page35
	page36
	page37
	page38
	page39
	page40
	page41
	page42
	page43
	page44
	page45
	page46
	page47
	page48
	page49
	page50
	page51
	page52
	page53
	page54

